
 

 

 

 
 
【教育目標】心豊かで、主体性のある児童の育成 ～育てよう夢 伸ばそう個性 伝統を受け継ぐ慶徳の子～ 

深いご理解とご支援に 感謝申し上げます 

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

喜多方市立慶徳小学校  学校だより 

令和２年３月２３日（月） 第１９号 大 銀 杏 
発行責任者   校長  石田 秀喜 

突然の臨時休業から２０日ぶりに、子どもたちと顔を合わすことができました。 

改めて、子どもたちがいての学校であり、子どもたちにとって学校は、かけがえの 

ない居場所のひとつなのだということを実感しているところです。 

 本日をもって、本年度は実質終了となります。保護者の皆様方におかれましては、この１年

間、本校の教育活動を進める中で、常に深いご理解と、温かいご支援をいただきましたことに

教職員一同 心より感謝申し上げます。 

教育目標「心豊かで、主体性のある児童の育成」を受け、特に本年度は、「自己マネジメン

ト力を持った児童の育成」に力を入れてきました。人に言われたことを素直にやるということ

に甘んじることなく、自分のよさや課題を知り、目標を持ってこつこつと努力し続ける態度を、

学年相応に身につけさせてきました。今回の臨時休業、そして明日からの春休みも、まさにそ

の自己マネジメント力を発揮する機会となりました。臨時休業中に、自分で「時間割」を決め

て、学習や運動、遊び、家の手伝いなどをやっていたという人が数多くいたようです。 

 変化の多いこれからの社会をたくましく、しなやかに生き抜いていくためにも、徳・知・体 

をバランスよく育てていくためにも、今後ともご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

      本日、修・卒業式を実施しました。 

新型コロナウイルス感染拡大防止措置として、 

例年とは一部内容を変えての実施で、しかも一度も 

練習をしない中での本番となりましたが、卒業生も 

在校生もみんな立派な態度でできました。まさに、 

これまでの学習の集大成にふさわしい式となりました。 

「最後の１年を最高の１年に」を合言葉に、頑張って 

きた６年生。下級生へのやさしさ、何事に対しても 

まじめに取り組む態度、互いのよさを認め合い、高め 

合う姿勢など、下級生にとってのよき手本であり、 

本校のよき校風をつくってくれました。 

６年生の卒業と在校生の修了を心から祝福します。 

「修・卒業」 おめでとうございます！！ 

明日から春休み・・・ 
明日からは、１３日間の春休みとなります。本日お配りした「春休みの過ごし方」をお読みいた

だき、安全で有意義な休みとなりますよう、お願いいたします。 

特に、新型コロナウィルス感染予防に向けては、引き続き「密閉・密集・密接」な場所に行かな

いことや、こまめな手洗いやアルコール消毒、換気、マスク着用などに心がけていきましょう。 

なお、新年度のスタートとなる４月６日（月）は、以下の日程で進める予定でいます。 

・8:15 までに登校     ・8:15～8:40 着任式・始業式    ・9:10～入学式受付 

 ・10:00～10:25 入学式  ・10:45 下校(2～6 年）  ・11:00 新入生下校 

 ★令和２年度の教育活動については、別紙配付の教育委員会通知をご覧ください。 

   


